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9
月
12
日
（
金
）
〜
14
日
（
日
）

の
2
泊
3
日
の
日
程
で
兵
庫
県
の

鉢
伏
山
・
蘇
武
岳
で
第
71
回
近
畿

高
等
学
校
登
山
大
会
が
開
催
さ

れ
、
兵
庫
県
代
表
と
し
て
は
、
男

子
は
神
戸
・
長
田
・
柏
原
・
姫
路

西
・
兵
庫
の
5
校
、
女
子
は
長

田
・
神
戸
の
2
校
の
計
7
校
が
出

場
し
ま
し
た
。
近
畿
2
府
6
県
で

は
、
合
計
41
チ
ー
ム
の
出
場
が
あ

り
ま
し
た
。

9
月
12
日
︵
金
︶
大
会
１
日
目

　

こ
の
日
は
、
開
会
式
に
先
立
ち
、

監
督
・
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
行
っ
た

後
、
計
画
書
審
査
・
知
識
審
査
・

天
気
図
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
夜

は
福
定
地
区
と
大
久
保
地
区
の
民

宿
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
ま
し
た
。

9
月
13
日
︵
土
︶
大
会
２
日
目

　

各
宿
で
朝
食
を
と
っ
た
後
で
大

久
保
体
育
館
に
集
合
し
、
開
会
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
久
保
体

育
館
〜
親
水
公
園
〜
氷

ノ
山
越
〜
小
代
越
〜
高

丸
山
〜
鉢
伏
山
〜
林
道

出
合
の
コ
ー
ス
を
登
山

行
動
し
、
体
力
審
査
・

読
図
審
査
・
記
録
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

鉢
伏
高
原
に
下
り
て

き
た
後
は
、
幕
営
地
で

設
営
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
炊
事
審

査
を　

行
う
予
定
で
し

た
が
、
雨
風
が
強
ま
っ

て
き
た
た
め
中
止
し
、
こ

の
日
の
審
査
は
終
了
し

ま
し
た
。
選
手
は
、
雨

の
降
る
中
で
の
テ
ン
ト

泊
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
14
日
︵
日
︶
大
会
３
日
目

　

こ
の
日
は
、
バ
ス
で
道
の
駅
村

岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
ま
で
移
動

し
、
蘇
武
岳
コ
ー
ス
を
登
山
行
動

す
る
予
定
で
し
た
が
、
朝
か
ら
雨

脚
が
強
く
雷
鳴
も
轟
い
て
い
た
た

め
、
全
て
の
登
山
行
動
と
審
査
を

中
止
し
ま
し
た
。

　

時
間
を
繰
り
上
げ
て
、
当
初
予

定
し
て
い
た
植
村
直
己
冒
険
館
を

見
学
し
、
日
高
文
化
体
育
館
に
て

閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
左
記
の
通
り

で
、
Ａ
〜
Ｃ
隊
ま
で
す
べ
て
兵
庫

県
代
表
が
優
勝
す
る
と
い
う
素
晴

ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
男
子
Ａ
隊
】

1
位
長
田
（
兵
庫
）・
2
位
郡

山
1
（
奈
良
）・
3
位
姫
路
西

（
兵
庫
）・
橋
本
1
（
和
歌
山
）

【
男
子
Ｂ
隊
】

1
位
神
戸
（
兵
庫
）・
兵
庫

（
兵
庫
）・
3
位
嵯
峨
野
（
京

都
）

【
女
子
Ｃ
隊
】

1
位
神
戸
（
兵
庫
）・
2
位
長

田
（
兵
庫
）・
3
位
嵯
峨
野

（
京
都
）

　

な
お
、
近
畿
登
山
大
会
で
は
男

子
が
Ａ
隊
と
Ｂ
隊
の
二
つ
に
分
か

れ
て
競
技
を
行
い
、
女
子
の
Ｃ
隊

を
あ
わ
せ
て
Ａ
〜
Ｃ
隊
そ
れ
ぞ
れ

3
位
ま
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

男
子
Ａ
隊
で
は
同
点
3
位
が
2
校

あ
り
、
男
子
Ｂ
隊
で
は
2
校
が
同

点
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
令
和
8
年
に
兵
庫

県
で
開
催
さ
れ
る
第
70
回
全
国
高

等
学
校
登
山
大
会
に
向
け
て
、
そ

の
一
部
の
日
程
と
同
様
な
内
容
で

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
14
日
の
行
程
は
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

全
国
大
会
に
向
け
て
様
々
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

　

今
大
会
出
場
校
は
、
今
大
会
で

の
経
験
を
糧
に
、
令
和8+

年
度

の
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
高
体
連
登
山
専
門
部國

井
英
輔
）

第
71
回
近
畿
高
等
学
校
登
山
大
会

登山行動のスタート

閉会式
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２
０
２
２
年
12
月
24
日
（
土
）

～
25
日
（
日
）
に
埼
玉
県
加
須
市
民

体
育
館
に
お
い
て
第
13
回
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
兵

庫
県
勢
は
以
下
の
成
績
で
あ
っ
た
。

◇
男
子

松
岡
玲
央
（
明
石
南
２

年
）
１
位
、
隅
谷
樂
（
明
石
高

専
１
年
）
９
位
、
岡
田
望
来

（
市
立
科
学
技
術
２
年
）
49
位
、

中
村
倭
（
市
立
科
学
技
術
２
年
）

63
位
。

◇
女
子

西
優
月
（
星
陵
１
年
）

43
位
、
長
谷
川
涼
（
夢
野
台
１

年
）
67
位
、
藤
岡
凛
音
（
夢
野

台
２
年
）
67
位
。

例
年
に
も
増
し
て
冷
え
込
ん
だ

加
須
市
民
体
育
館
で
は
、
競
技
中

の
選
手
が
レ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
で
悴

ん
だ
手
を
チ
ョ
ー
ク
バ
ッ
ク
の
中

の
カ
イ
ロ
や
首
筋
で
暖
め
て
い
る

姿
を
多
く
見
か
け
た
。
ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
と
手
を
温
め
て
指
先
の
感

覚
を
維
持
す
る
こ
と
も
、
こ
の
大

会
で
は
重
要
だ
。
予
選
ル
ー
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ

オ
は
前
日
の
19
時
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
他
の
選
手
の
登
り
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
，
ム
ー
ブ
を
読
む

力
は
求
め
ら
れ
な
い
が
決
勝
に
残

る
に
は
ボ
ル
ダ
ー
力
と
持
久
力
の

両
方
が
求
め
ら
れ
る
。

１
日
目
の
予
選
は
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
方
式
で
２
課
題
を
各
６
分
の
制

限
時
間
内
に
登
る
。
登
っ
た
選
手

の
実
力
と
到
達
高
度
か
ら
推
察
す

る
と
男
子
予
選
の
Ａ
ル
ー
ト
は

５
・
13
ｂ
、
Ｂ
ル
ー
ト
は
５
・
13

ｃ
と
思
わ
れ
る
。

松
岡
選
手
、
隅
谷
選
手
は
同
着

５
位
で
予
選
を
通
過
し
た
。

写
真
１
の
男
子
決
勝
ル
ー
ト
は

完
登
者
が
出
ず
、
推
定
５
・
13
後

半
～
５
・
14
前
半
と
思
わ
れ
る
。

男
子
決
勝
で
は
写
真
２
の
右
手

23
手
目
を
取
る
ム
ー
ブ
で
多
く
の

選
手
が
落
ち
て
お
り
、
こ
こ
を
通

過
で
き
た
選
手
は
26
人
中
７
人
だ

け
だ
っ
た
。
こ
こ
で
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
な
強
さ
と
思
い
切
り
の
良
さ
が

勝
敗
を
大
き
く
分
け
た
。
多
く
の

選
手
が
20
手
目
の
ホ
ー
ル
ド
を
両

足
で
挟
み
込
ん
で
体
を
振
っ
て
手

を
出
し
て
い
た
が
、
松
岡
選
手
は
、

右
足
を
振
っ
た
「
サ
イ
フ
ァ
ー
」

で
写
真
２
の
右
手
ホ
ー
ル
ド
を
捕

え
て
い
た
。
23
手
目
以
降
も
ス

ム
ー
ズ
に
ム
ー
ブ
を
組
立
て
、
32

手
目
の
ホ
ー
ル
ド
を
保
持
で
き
た

の
が
松
岡
選
手
の
み
と
な
り
、
優

勝
が
決
定
し
た
。

隅
谷
選
手
は
23
手
目
を
保
持
で

き
ず
順
位
を
９
位
に
落
と
し
て
し

ま
う
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

両
選
手
と
も
決
勝
に
残
っ
て
お
り
、

松
岡
選
手
は
２
年
生
、
隅
谷
選
手

は
１
年
生
で
次
年
度
の
本
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
て
い
る
。
来
年

度
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

（
高
体
連
登
山
部
・

明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

平
石

年
弘
）

持
久
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
た

～
松
岡
選
手
～

昨
年
度
は
入
賞
で
き
た
も
の
の
、
７
位
と
あ
ま
り
い
い
順
位
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
は
持
久
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
中
心
に
練
習
を
積
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

公
式
戦
で
の
初
め
て
の
優
勝
が
、
苦
手
と
し
て
い
る
リ
ー
ド
種

目
だ
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
が
、
こ
の
結
果
に
甘
ん
じ
ず
、

２
０
２
３
年
度
は
大
人
の
大
会
で
結
果
を
残
し
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

写真１　男子決勝ルート図

写真２　男子決勝課題の松岡選手

全
国
高
等
学
校
選
抜

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会

松
岡
玲
央
選
手
（
明
石
南
高
校
２
年
）
優
勝
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兵
庫
県
山
岳
連
盟
は
り
ま
支
部

の
冬
山
入
門
講
座
が
、
去
る
１
月

22
日
（
日
）
に
伯
耆
大
山
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
り
ま
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
の
始

ま
る
２
０
２
０
年
ま
で
は
１
泊
２

日
の
日
程
で
、
大
山
で
こ
の
講
座

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
は
感
染
拡
大
の
中
、
県
内
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
緊

急
事
態
宣
言
を
う
け
て
直
前
に
中

止
、
昨
年
は
所
属
ク
ラ
ブ
ご
と
に
、

ち
く
さ
高
原
な
ど
県
内
で
日
帰
り

山
行
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
日
帰
り
山
行
で
し
た

が
実
に
３
年
ぶ
り
に
大
山
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
前
半
は
温
か
い
気
温

の
日
が
続
き
、
雨
も
降
っ
た

た
め
に
雪
が
解
け
て
お
り
、

積
雪
量
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
直
前
に
気
温
が
下

が
り
、
姫
路
山
岳
会
、
姫
路

徒
歩
会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫

路
岳
友
同
人
会
の
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
早
朝
、
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
‐

Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
大
山
店
前
に
て
集

合
し
ま
し
た
。
大
山
山
頂
方

面
を
見
上
げ
る
と
、
冬
季
は

ガ
ス
が
か
っ
て
い
る
こ
と
の
多
い

中
腹
か
ら
山
頂
付
近
も
く
っ
き
り

稜
線
が
見
え
て
お
り
、
好
天
を
予

感
さ
せ
ま
し
た
。

姫
路
徒
歩
会
の
７
名
の
方
々
は

夏
山
登
山
道
を
登
ら
ず
に
元
谷
で

訓
練
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
出
発

地
点
に
て
お
別
れ
し
、
姫
路
山
岳

会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫
路
岳
友
同

人
会
合
わ
せ
て
21
名
に
て
夏
山
登

山
道
ル
ー
ト
を
登
り
ま
し
た
。

風
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
レ
ー

ス
ば
っ
ち
り
な
夏
道
を
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
マ
イ
ペ
ー
ス
に
て
適
時
休

憩
を
取
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
６
合

目
避
難
小
屋
を
目
指
し
ま
し
た
。

６
合
目
避
難
小
屋
に
て
ア
イ
ゼ
ン

を
装
着
し
、
各
自
自
分
の
ペ
ー
ス

で
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

山
頂
付
近
も
風
は
微
風
、
ガ
ス

や
低
い
雲
は
ほ
と
ん
ど
な
く
日
本

海
や
中
海
、
宍
道
湖
ま
で
し
っ
か

り
見
渡
せ
る
絶
景
で
し
た
。
い
つ

も
な
ら
雪
に
埋
ま
り
か
け
て
い
る

山
頂
避
難
小
屋
の
入
り
口
は

ほ
と
ん
ど
雪
が
な
い
状
態
で

し
た
の
で
例
年
よ
り
も
さ
ら

に
雪
が
少
な
い
な
と
い
う
印

象
で
し
た
。
剣
が
峰
や
ユ
ー

ト
ピ
ア
避
難
小
屋
も
は
っ
き

り
見
え
て
お
り
、
時
間
が
許

せ
ば
剣
が
峰
ま
で
ア
タ
ッ
ク

し
た
く
な
る
よ
う
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
好
天

で
し
た
。

山
頂
看
板
付
近
で
集
合
写

真
を
撮
影
し
た
後
に
昼
食
を

取
っ
て
下
山
し
ま
し
た
。
下

山
は
６
合
目
避
難
小
屋
よ
り

少
し
上
の
ほ
う
か
ら
夏
山
登

山
道
を
離
れ
て
元
谷
方
面
に

下
り
ま
し
た
。
適
度
な
深
さ

の
雪
量
が
あ
り
、
浮
遊
感
を

楽
し
み
な
が
ら
斜
面
を
駆
け

下
り
た
り
、
シ
リ
セ
ー
ド
を

楽
し
ん
だ
り
、
滑
落
停
止
の

練
習
を
し
な
が
ら
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
元
谷
避
難
小
屋

付
近
ま
で
到
達
し
、
そ
の
後

は
ま
た
登
山
道
を
ト
レ
ー
ス

し
大
山
寺
参
道
を
経
て
下
山

し
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
ガ
ス
が
か
っ

て
い
な
い
冬
の
大
山
は
初
め
て
で
、

曇
っ
て
は
い
た
も
の
の
写
真
で
見

る
よ
う
な
絶
景
を
目
に
で
き
て
と

て
も
満
足
の
い
く
山
行
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
冬
山
入
門
講
座
は
１

泊
２
日
で
、
山
行
だ
け
で
な
く
訓

練
等
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
り

日
帰
り
山
行
の
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
ぜ
ひ
次
回
は
、
幕
営
１
泊
２

日
の
山
行
で
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（

姫
路
岳
友
同
人
会

足
立

明
宏
）

３
年
ぶ
り

大
山
で
日
帰
り
山
行
実
施

は
り
ま
支
部

冬
山
入
門
講
座

自
然
保
護
委
員
会

３
月
事
業
の
ご
案
内

「
能
勢
の
妙
見
山
で

ミ
ツ
マ
タ
と
ブ
ナ
林
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
」

１
．
日

時

令
和
５
年
３
月
12
日
（
日
）

２
．
集

合

能
勢
電
鉄
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　
　９

時
30
分

３
．
コ
ー
ス

妙
見
口
駅
～

初
谷
川
ト
ン
ボ
池
～
ミ
ツ

マ
タ
群
生
地
～
初
谷
渓
谷

～
能
勢
妙
見
本
殿
～
ブ
ナ

林
～
大
堂
越
コ
ー
ス
～

ケ
ー
ブ
ル
黒
川
駅
～
花
折

街
道
～
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　（

約
９
㎞
）

４
．
参
加
費

　
　
　
　会

員
２
０
０
円

　
　
　
　一

般
４
０
０
円

５
．
申
込
先

日
野

幸
次
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
０－

３
７

６
１－

５
０
２
１
に
事
前

申
込
み
願
い
ま
す
。
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便利で大変リーズナブルな多目的貸し会場
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王子サロン（神戸登山研修所）

阪急王子公園駅から わずか徒歩３分
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緑の中のミーティングルーム

王子サロン（神戸登山研修所）
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兵
庫
県
山
岳
連
盟
は
り
ま
支
部

の
冬
山
入
門
講
座
が
、
去
る
１
月

22
日
（
日
）
に
伯
耆
大
山
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
り
ま
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
の
始

ま
る
２
０
２
０
年
ま
で
は
１
泊
２

日
の
日
程
で
、
大
山
で
こ
の
講
座

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
は
感
染
拡
大
の
中
、
県
内
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
緊

急
事
態
宣
言
を
う
け
て
直
前
に
中

止
、
昨
年
は
所
属
ク
ラ
ブ
ご
と
に
、

ち
く
さ
高
原
な
ど
県
内
で
日
帰
り

山
行
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
日
帰
り
山
行
で
し
た

が
実
に
３
年
ぶ
り
に
大
山
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
前
半
は
温
か
い
気
温

の
日
が
続
き
、
雨
も
降
っ
た

た
め
に
雪
が
解
け
て
お
り
、

積
雪
量
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
直
前
に
気
温
が
下

が
り
、
姫
路
山
岳
会
、
姫
路

徒
歩
会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫

路
岳
友
同
人
会
の
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
早
朝
、
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
‐

Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
大
山
店
前
に
て
集

合
し
ま
し
た
。
大
山
山
頂
方

面
を
見
上
げ
る
と
、
冬
季
は

ガ
ス
が
か
っ
て
い
る
こ
と
の
多
い

中
腹
か
ら
山
頂
付
近
も
く
っ
き
り

稜
線
が
見
え
て
お
り
、
好
天
を
予

感
さ
せ
ま
し
た
。

姫
路
徒
歩
会
の
７
名
の
方
々
は

夏
山
登
山
道
を
登
ら
ず
に
元
谷
で

訓
練
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
出
発

地
点
に
て
お
別
れ
し
、
姫
路
山
岳

会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫
路
岳
友
同

人
会
合
わ
せ
て
21
名
に
て
夏
山
登

山
道
ル
ー
ト
を
登
り
ま
し
た
。

風
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
レ
ー

ス
ば
っ
ち
り
な
夏
道
を
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
マ
イ
ペ
ー
ス
に
て
適
時
休

憩
を
取
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
６
合

目
避
難
小
屋
を
目
指
し
ま
し
た
。

６
合
目
避
難
小
屋
に
て
ア
イ
ゼ
ン

を
装
着
し
、
各
自
自
分
の
ペ
ー
ス

で
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

山
頂
付
近
も
風
は
微
風
、
ガ
ス

や
低
い
雲
は
ほ
と
ん
ど
な
く
日
本

海
や
中
海
、
宍
道
湖
ま
で
し
っ
か

り
見
渡
せ
る
絶
景
で
し
た
。
い
つ

も
な
ら
雪
に
埋
ま
り
か
け
て
い
る

山
頂
避
難
小
屋
の
入
り
口
は

ほ
と
ん
ど
雪
が
な
い
状
態
で

し
た
の
で
例
年
よ
り
も
さ
ら

に
雪
が
少
な
い
な
と
い
う
印

象
で
し
た
。
剣
が
峰
や
ユ
ー

ト
ピ
ア
避
難
小
屋
も
は
っ
き

り
見
え
て
お
り
、
時
間
が
許

せ
ば
剣
が
峰
ま
で
ア
タ
ッ
ク

し
た
く
な
る
よ
う
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
好
天

で
し
た
。

山
頂
看
板
付
近
で
集
合
写

真
を
撮
影
し
た
後
に
昼
食
を

取
っ
て
下
山
し
ま
し
た
。
下

山
は
６
合
目
避
難
小
屋
よ
り

少
し
上
の
ほ
う
か
ら
夏
山
登

山
道
を
離
れ
て
元
谷
方
面
に

下
り
ま
し
た
。
適
度
な
深
さ

の
雪
量
が
あ
り
、
浮
遊
感
を

楽
し
み
な
が
ら
斜
面
を
駆
け

下
り
た
り
、
シ
リ
セ
ー
ド
を

楽
し
ん
だ
り
、
滑
落
停
止
の

練
習
を
し
な
が
ら
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
元
谷
避
難
小
屋

付
近
ま
で
到
達
し
、
そ
の
後

は
ま
た
登
山
道
を
ト
レ
ー
ス

し
大
山
寺
参
道
を
経
て
下
山

し
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
ガ
ス
が
か
っ

て
い
な
い
冬
の
大
山
は
初
め
て
で
、

曇
っ
て
は
い
た
も
の
の
写
真
で
見

る
よ
う
な
絶
景
を
目
に
で
き
て
と

て
も
満
足
の
い
く
山
行
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
冬
山
入
門
講
座
は
１

泊
２
日
で
、
山
行
だ
け
で
な
く
訓

練
等
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
り

日
帰
り
山
行
の
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
ぜ
ひ
次
回
は
、
幕
営
１
泊
２

日
の
山
行
で
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
姫
路
岳
友
同
人
会

足
立

明
宏
）

３
年
ぶ
り

大
山
で
日
帰
り
山
行
実
施

は
り
ま
支
部

冬
山
入
門
講
座

自
然
保
護
委
員
会

３
月
事
業
の
ご
案
内

「
能
勢
の
妙
見
山
で

ミ
ツ
マ
タ
と
ブ
ナ
林
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
」

１
．
日

時

令
和
５
年
３
月
12
日
（
日
）

２
．
集

合

能
勢
電
鉄
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　
　９
時
30
分

３
．
コ
ー
ス

妙
見
口
駅
～

初
谷
川
ト
ン
ボ
池
～
ミ
ツ

マ
タ
群
生
地
～
初
谷
渓
谷

～
能
勢
妙
見
本
殿
～
ブ
ナ

林
～
大
堂
越
コ
ー
ス
～

ケ
ー
ブ
ル
黒
川
駅
～
花
折

街
道
～
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　（
約
９
㎞
）

４
．
参
加
費

　
　
　
　会
員
２
０
０
円

　
　
　
　一
般
４
０
０
円

５
．
申
込
先

日
野

幸
次
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
０－

３
７

６
１－

５
０
２
１
に
事
前

申
込
み
願
い
ま
す
。
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北
鎌
沢
出
合
い
〜
北
鎌
の
コ
ル
〜

独
標
〜
北
鎌
平
〜
槍
ケ
岳
〜
南
岳

小
屋

【
2
日
目
】

　

い
よ
い
よ
、
今
回
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
、
北
鎌
尾
根
へ
。
４
時
ス

タ
ー
ト
。　

　

北
鎌
沢
の
登
り
は
、
予
習
通

り
、
ま
ず
は
右
へ
右
へ
、
間
に
は

ボ
ル
ダ
ー
風
な
登
り
あ
り
、
水
場

も
何
箇
所
か
あ
っ
た
。
今
年
は
雪

が
多
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。

　

コ
ル
の
直
下
の
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ

ホ
イ
ホ
イ
は
こ
れ
か
な
？
と
左
へ

行
っ
て
詰
め
た
が
、
間
違
い
で
し

た
。
も
う
少
し
我
慢
し
て
右
へ
進

む
べ
き
で
し
た
。
悪
い
草
つ
き
の

登
り
を
注
意
深
く
登
る
と
、
コ
ル

の
少
し
先
に
出
た
。

　

ボ
ル
ダ
ー
ぽ
い
と
こ
ろ
で
、
手

と
足
が
な
か
な
か
な
い
と
こ
ろ
は

パ
ー
ト
ナ
ー
の
お
助
け
ス
リ
ン
グ

で
ク
リ
ア
。
水
は
今
回
た
ま
た
ま

あ
っ
た
け
ど
、
そ
の
年
に
よ
っ
て

違
う
だ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
あ
る

程
度
は
担
い
だ
ほ
う
が
よ
い
と

思
っ
た
。

　

北
鎌
尾
根
稜
線
に
出
た
ら
、
し

ば
ら
く
は
明
瞭
な
踏
み
跡
が
あ

り
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
険
し
い

道
に
な
り
、
独
標
コ
ル
に
着
く
。

独
標
は
直
登
せ
ず
、
千
丈
沢
側
基

部
の
ガ
レ
状
の
バ
ン
ド
を
ト
ラ

バ
ー
ス
。
険
し
い
足
元
に
は
ヤ
マ

オ
ダ
マ
キ
や
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
が

可
憐
な
姿
で
咲
い
て
い
て
、
元
気

を
も
ら
う
。
有
名
な
コ
の
字
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
チ
ビ
の
私
は
難
な
く

ク
リ
ア
。

　

そ
の
先
は
、
予
習
通
り
、
直
登

し
て
み
た
ら
な
か
な
か
良
い
感
じ

で
稜
線
に
出
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
先
も
、
ト
ラ
バ
ー

ス
は
千
丈
側
に
降
り
す
ぎ
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
独
標
を
目
指

す
。
途
中
単
独
の
先
行
者
が
降
り

過
ぎ
た
よ
う
で
、
私
た
ち
の
後
続

に
な
り
悪
路
を
登
っ
て
き
て
い

た
。

　

独
標
に
無
事
着
い
た
時
は
と
て

も
感
慨
深
く
嬉
し
か
っ
た
！
ワ
イ

ヤ
ー
付
き
の
標
識
が
あ
り
、
記
念

撮
。
独
標
か
ら
先
も
、
基
本
尾
根

通
し
、
巻
く
場
合
は
千
丈
側
で
進

む
。

　

途
中
落
石
で
手
の
甲
を
怪
我
し

た
が
応
急
処
置
し
て
、
先
に
進

む
。

　

山
の
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
は
年

に
一
度
は
復
習
し
て
お
い
て
よ

か
っ
た
な
、
と
思
っ
た
。

（
R
I
S
E
の
基
本
に
忠
実
に
処
置
）

　

だ
ん
だ
ん
槍
の
穂
先
が
大
き
く

な
り
近
づ
い
て
き
て
、
気
分
も
上

が
る
。

　

北
鎌
尾
根
、
た
ま
に
振
り
返

り
、
歩
い
て
き
た
稜
線
を
眺
め

る
。
道
中
、
何
箇
所
か
ビ
バ
ー
ク

敵
地
も
あ
り
ま
し
た
。

　

北
鎌
平
ま
で
出
た
ら
、
あ
と
は

目
の
前
の
壁
を
登
る
の
み
。
穂
先

は
階
段
状
の
フ
ェ
ー
ス
、
そ
し
て

チ
ム
ニ
ー
が
。

　

当
初
、
ロ
ー
プ
な
し
の
話
も
出

た
が
、
万
が
一
の
こ
と
を
考
え
て

補
助
ロ
ー
プ
20
㎡
を
持
参
し
た

が
、
私
の
手
の
怪
我
の
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
、
持
っ
て
き
て
よ

か
っ
た
と
心
底
思
っ
た
。
途
中
、

懸
垂
下
降
に
も
使
っ
た
。

　

20
㎡
ロ
ー
プ
で
3
ピ
ッ
チ
、
最

後
の
登
り
は
私
が
リ
ー
ド
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
穂
先
の
祠
に
ひ
ょ
っ

こ
り
出
た
ら
、
大
勢
の
登
山
者
が

写
真
撮
影
で
行
列
し
て
い
て
、

「
お
お
ー
」
と
い
う
歓
声
が
。

　

手
や
腕
が
血
だ
ら
け
に
な
っ
て

到
着
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず

か
し
か
っ
た
が
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
山
頂
か
ら
、
歩
い
て
き

た
北
鎌
尾
根
の
稜
線
を
振
り
返
っ

て
見
る
と
感
無
量
だ
っ
た
。

　

海
の
日
の
連
休
で
好
転
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
穂
先
か
ら
の
下
山

は
大
行
列
。
予
定
で
は
南
岳
ま
で

だ
っ
た
が
、
遅
く
な
っ
た
の
で

槍
ヶ
岳
山
荘
で
テ
ン
ト
泊
も
良
い

か
、
と
話
し
て
い
た
が
、
テ
ン
ト

場
は
満
員
御
礼
。
槍
ヶ
岳
山
荘
で

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
（
食
事
営
業
は

16
時
過
ぎ
で
直
前
に
終
わ
っ
て
い

た
）
を
食
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
。
で
は
予
定
通
り
南
岳
へ
行
こ

う
、
と
さ
ら
に
歩
き
、
着
い
た
の

は
19
時
頃
。
雪
渓
の
下
に
流
れ
る

水
を
汲
み
飲
ん
だ
ら
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
‼

　

テ
ン
ト
場
も
混
ん
で
い
て
、
な

ん
と
か
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
テ
ン
ト
を
張
れ
た
。

　

長
い
1
日
で
し
た
が
、
北
鎌
尾

根
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
ル
ー
ト
で
、
ル
ー
フ
ァ
イ

を
パ
ー
ト
ナ
ー
の
背
中
か
ら
色
々

学
べ
た
か
と
思
う
。

　

次
は
湯
俣
か
ら
入
り
、
尾
根
の

取
り
付
き
か
ら
登
っ
て
み
た
い

ね
、
と
話
し
合
っ
た
。

　

早
朝
か
ら
19
時
ま
で
歩
き
続
け

た
の
で
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て
夕
食

食
べ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
眠

り
に
つ
い
た
。
翌
日
か
ら
は
登
山

道
な
の
で
少
し
緊
張
が
緩
ん
だ
気

も
す
る
が
、
改
め
て
気
を
引
き
締

め
な
い
と
、
と
も
思
っ
た
。 

夏
山
の
記
録　

北
鎌
尾
根
～
槍
・
穂
高
縦
走
（
Ⅱ
）

常
任
理
事
・
羽
田
宗
子

北鎌尾根より双六岳方面

北鎌尾根独標

独標で筆者槍ヶ岳を背景に

穂先を目指す北鎌尾根を振り返る

槍ヶ岳山頂

南岳へ縦走

　

先
月
号
で
筆
者
の
所
属
を

「
サ
ー
ク
ル
Ｈ
Ｍ
Ａ
」
と
記
載

し
ま
し
た
が
、
す
で
に
退
会

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
写
真
の
「
北
鎌
沢

の
激
下
り
」
は
、「
千
丈
沢
の

激
下
り
」
で
す
。

お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。
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た
そ
が
れ
納
涼
ハ
イ
ク

開
催
日
：
9
月
13
日
（
土
）

集　

合
：
諏
訪
山
公
園
下16

時
30
分

参
加
者
：
34
名  

天　

候
：
晴
れ
時
々
曇
り

行　

程
：
諏
訪
山
公
園
グ
ラ
ン
ド

前
〜
旧
燈
籠
茶
屋
下
〜
猩
々
池

〜
二
本
松
バ
ス
停
〜
市
章
山
展

望
台
〜
錨
山
展
望
台
〜
ビ
ー
ナ

ス
ブ
リ
ッ
ジ
展
望
台
〜
諏
訪
山

公
園
下
バ
ス
停
前
（
解
散
）

　

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
の

こ
と
わ
ざ
在
り
！
と
高
を
く
く
っ

て
い
た
が
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
超

蒸
し
暑
い
土
曜
日
の
夕
方
、
そ
れ

で
も
34
名
の
参
加
者
を
得
て
大
師

道
へ
入
る
。

　

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
と
意
識

し
て
歩
く
も
途
端
に
汗
が
噴
き
出

て
く
る
。

　

昨
年
2
月
、
100
年
の
歴
史
を
紡

い
で
こ
ら
れ
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら

店
を
閉
じ
ら
れ
た
燈
籠
茶
屋
下
の

河
原
で
小
休
止
を
し
た
。　

　

こ
こ
か
ら
猩
々
池
（
し
よ
う

じ
ょ
う
い
け
）
ま
で
は
約
30
分
余

り
の
つ
づ
ら
折
れ
の
緩
や
か
な
山

道
（
参
道
）
を
登
っ
て
行
く
。
昭

和
7
年
に
建
っ
た
ヒ
ヨ
コ
登
山
会

の
会
館
（
跡
地
）。
再
度
谷
川
の

豊
か
な
水
が
動
力
源
と
し
て
着
目

さ
れ
、
最
盛
期
の
大
正
時
代
に
は

18
ヶ
所
も
の
水
車
小
屋
が
稼
働
し

て
い
た
事
。
そ
れ
ら
が
昭
和
13
年

7
月
5
日
の
山
津
波
（
阪
神
大
水

害
）
で
一
瞬
に
し
て
大
崩
壊
し
た

事
。

　

そ
の
原
因
が
谷
の
上
流
に
あ
っ

た
西
池
堰
堤
の
決
壊
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
等
々
、
消
え
去
っ

た
も
の
か
ら
学
び
、
伝
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
「
人
工

的
水
路
、
堰
堤
の
築
造
も
必
要
で

あ
る
が
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
天
然

の
ダ
ム
、
緑
の
自
然
林
に
勝
る
も

の
は
無
い
。
再
度
山
の
山
林
を
火

災
か
ら
守
り
、
豊
か
な
照
葉
樹
林

と
し
て
育
成
す
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
事
で
あ
る
等
々
」。

　

再
度
山
周
辺
の
歴
史
を
説
明
し

な
が
ら
歩
を
進
め
た
。

　

猩
々
池
か
ら
再
度
山
ド
ラ
イ
ブ

ウ
エ
イ
ま
で
の
車
道
（
旧
塚
本
道

の
一
部
）
を
歩
き
出
す
と
そ
ろ
そ

ろ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
必
要
に
な
っ

て
き
た
。

　

市
章
山
の
展
望
台
に
到
着
し
た

の
は
予
定
通
り
の
18
時
50
分
。

　

34
名
が
入
る
展
望
台
と
し
て
は

少
々
狭
い
が
、
抜
群
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
望
め
る
場
所
で
あ
る
。

東
側
を
望
む
と
運
良
く
万
博
会
場

で
の
打
ち
上
げ
花
火
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

錨
山
展
望
台
か
ら
の
夜
景
に

ビ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
の
展
望

と
、
存
分
に
楽
し
ん
だ
神
戸
背
山

の
夜
景
観
賞
ハ
イ
ク
で
あ
っ
た
。

　

（
普
及
委
員
会 

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

宏
）

　

午
後
か
ら
雨
の
予
報
が
出
て
い

て
、
絶
対
に
雨
に
降
ら
れ
る
と
覚

悟
し
て
山
行
に
臨
ん
だ
が
、
幸
い

に
も
雨
に
会
わ
ず
に
山
行
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

午
前
8
時
45
分
に
兵
庫
区
役
所

前
に
子
ど
も
達
25
名
、
山
岳
連
盟

理
事
な
ど
引
率
者
8
名
が
集
合
。

子
ど
も
達
に
山
行
時
の
注
意
を

し
、
み
ん
な
で
準
備
体
操
を
し
て

出
発
す
る
。
今
回
は
5
班
に
分
け

て
行
動
し
た
。
各
班
に
担
当
の
引

率
者
を
振
り
分
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
細
か
い
指
導
が
で
き
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

　

山
行
後
に
引
率
者
に
聞
い
た
と

こ
ろ
「
25
人
を
5
班
に
分
け
て
引

率
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
少
人
数
の

子
供
達
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
が

で
き
、
子
供
達
を
よ
く
見
る
こ
と

が
で
き
た
。」
と
の
感
想
だ
っ
た
。

班
分
け
を
し
た
の
は
良
か
っ
た
と

思
う
。

　

区
役
所
前
を
出
発
し
、
昔
な
が

ら
の
感
じ
が
す
る
東
山
市
場
を
通

り
抜
け
て
烏
原
貯
水
池
に
向
か

う
。

　

立
ヶ
畑
堰
堤
を
横
に
見
て
烏
原

貯
水
池
の
傍
を
進
む
。
歩
き
や
す

い
道
で
あ
る
。

　

六
甲
全
山
縦
走
路
に
入
り
菊
水

山
の
登
り
に
取
り
つ
く
。
菊
水
山

は
標
高
458
ｍ
の
低
い
山
だ
が
最
初

か
ら
急
な
登
り
が
ず
っ
と
続
く
。

汗
を
拭
き
、
岩
を
乗
り
越
え
、
高

め
の
階
段
に
足
を
か
け
て
登
る
。

子
供
達
の
列
が
伸
び
て
き
た
の
で

後
ろ
を
待
っ
て
ま
た
登
る
。
い
つ

ま
で
登
り
が
続
く
の
か
と
う
ら
め

し
く
思
っ
て
い
た
ら
菊
水
山
頂
上

の
電
波
塔
が
見
え
て
ホ
ッ
と
し

た
。

　

少
し
休
ん
で
か
ら
配
っ
た
地
形

図
を
出
し
て
地
図
を
読
む
。
出
発

し
た
兵
庫
区
役
所
か
ら
の
道
筋
や

こ
れ
か
ら
向
う
鍋
蓋
山
へ
の
ル
ー

ト
を
確
認
し
た
。

　

暫
く
歩
い
て
城
ケ
越
か
ら
天
王

吊
り
橋
を
目
指
す
。
天
王
吊
り
橋

ま
で
の
山
道
は
痩
せ
た
尾
根
筋
で

山
道
が
荒
れ
て
い
た
。
軍
手
を
し

て
下
る
よ
う
に
注
意
し
て
慎
重
に

下
る
。
吊
り
橋
を
渡
っ
て
昼
食
休

憩
。
相
変
わ
ら
ず
空
に
は
広
く
雲

が
覆
っ
て
い
る
。

　

雨
が
心
配
な
の
で
短
い
昼
食
休

憩
時
間
に
す
る
。
山
で
は
状
況
に

応
じ
て
行
動
す
る
事
を
説
明
す

る
。
こ
こ
か
ら
鍋
蓋
山
の
登
り
。

一
歩
一
歩
足
を
進
め
る
。
こ
こ
で

も
列
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
に
後

に
気
を
つ
け
な
が
ら
登
る
。
鍋
蓋

山
山
頂
に
到
着
。
兵
庫
県
山
岳
連

盟
副
会
長
の
出
迎
え
を
受
け
る
。

愛
犬
を
連
れ
て
き
て
い
た
の
で
子

ど
も
達
も
大
喜
び
で
一
緒
に
遊
ん

で
い
た
。

　

鍋
蓋
山
山
頂
か
ら
は
神
戸
の
街

が
一
望
。
目
の
前
に
拡
が
る
景
色

と
こ
こ
か
ら
後
は
も
う
登
り
が
な

い
こ
と
で
ホ
ッ
と
す
る
。

　

再
度
公
園
を
目
指
し
て
歩
く
。

再
度
公
園
で
休
憩
を
と
っ
て
大
龍

寺
に
向
か
う
。
弘
法
大
師
ゆ
か
り

の
寺
で
、
偶
然
こ
の
寺
の
住
職
に

お
会
い
し
た
の
で
大
龍
寺
の
縁
起

を
お
話
し
て
も
ら
っ
た
。
急
に
お

話
を
お
願
い
し
た
に
も
拘
ら
ず
丁

寧
で
分
か
り
や
す
い
お
話
を
し
て

頂
い
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
大
師
道
を
急
い
で

下
山
。
雨
が
降
ら
な
い
よ
う
に
願

い
な
が
ら
歩
く
。
3
時
30
分
丁
度

に
保
護
者
の
出
迎
え
を
受
け
て
諏

訪
山
児
童
公
園
に
到
着
。
子
ど
も

達
に
今
回
の
山
行
の
感
想
と
次
回

の
説
明
を
し
て
解
散
し
た
。

　

（
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会

委
員
長　

大
西 

幸
次
）

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会

神
戸
市
少
年
団
登
山
教
室

普
及
委
員
会神戸

背
山
の
夜
景
を
訪
ね
る

灯篭茶屋下

万博会場を望む

鍋蓋山の急登を頑張る‼



美
し
い
自
然
、
大
切
な
自
然
を
子
孫
に
伝
え
よ
う
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シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ド
の
秋
色

を
楽
し
む

　

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
六
甲
山
地
を

散
策
す
る
兵
庫
県
山
岳
連
盟
主
催

行
事
の
恒
例
行
事
を
左
記
の
通
り

開
催
致
し
ま
す
。

開
催
日
：
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

集　

合
：
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅　

午
前
9
時
30
分
（
8
時
40
分
よ

り
受
付
開
始
）

コ
ー
ス
：
六
甲
記
念
碑
台
へ
移
動

（
記
念
碑
台
に
て
開
会
式
）
〜

観
察
コ
ー
ス
〜
シ
ュ
ラ
イ
ン

ロ
ー
ド
〜
行
者
堂
〜
逢
山
狭
〜

山
王
神
社
〜
下
唐
櫃
組
合
会
館

（
昼
食
懇
親
会
及
び
閉
会
式
・

14
時
20
分
頃
解
散
予
定
）

参
加
費
：
加
盟
団
体
及
び
個
人
加

盟
の
会
員
・
1
0
0
0
円

一
般
参
加
者
・
1
3
0
0
円

◎
好
評
の
「
六
甲
の
花
シ
リ
ー

ズ
バ
ッ
ジ
」
付
き
で
す
。

（
但
し
1
0
0
個
限
定
）

　

今
年
は
裏
六
甲
の
渓
谷
に
咲
く

「
イ
ワ
タ
バ
コ
」
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
ま
す
。

◎
参
加
賞
と
し
て
、
懇
親
会
場

に
て
「
豚
汁
」
を
ご
賞
味
頂

き
ま
す
。

◎
登
山
に
は
参
加
せ
ず
、
バ
ッ

ジ
の
み
の
申
込
み
も
可
能
で

す
。（
但
し
参
加
者
優
先
と
し

ま
す
）

申
込
方
法

加
盟
会
員
参
加
者

各
加
盟
団
体
で
取
り
纏
め
申
込

み
下
さ
い
。（
申
込
書
は
代
表

者
宛
発
送
済
み
）

一
般
申
込
参
加
者

ハ
ガ
キ
に
【
氏
名
、
住
所
、

T
E
L
、
年
齢
】
を

記
載
し
神
戸
登
山
研
修
所

〒
6
5
7
-0
8
3
8

神
戸
市
灘
区
王
子
町
2
-2
-1
ま
で
。

電
話
&
F
A
X

（
0
7
8
-9
4
0
-1
8
5
1
）

で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

（
月
・
祝
は
休
館
）

締
切
り
：
11
月
5
日
（
水
）　

問
合
せ
先
：
神
戸
登
山
研
修
所
又

は
担
当
者
ま
で

携
帯
：
0
9
0
-7
3
4
7
-8
9
6
9

　

（
普
及
委
員
会　

吉
野
）

10
月
3
日
（
金
）
〜
5
日
（
日
）

滋
賀
県
竜
王
町
総
合
運
動
公
園
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
会
場
で
開

催
さ
れ
る
表
記
大
会
の
兵
庫
県
代

表
監
督
、
選
手
が
決
ま
り
ま
し

た
。

【
少
年
男
子
】

監
督
：
藏
敷
竜
治

選
手
：
水
谷
生
（
神
戸
山
手
グ

ロ
ー
バ
ル
高
等
学
校
）

坪
井
大
和
（
た
つ
の
市

立
御
津
中
学
校
）

【
少
年
女
子
】

監
督
：
東
西
裕
佳
理

選
手
：
玉
水
希
（
Ｎ
高
等
学
校
）

為
則
星
凛
（
姫
路
市
立

飾
磨
西
中
学
校
）

　

本
大
会
に
向
け
強
化
練
習
に
取

り
組
み
、
入
賞
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
（
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
自
然
保
護
指

導
員
制
度
を
定
め
、
日
本
の
山
岳

各
地
の
自
然
環
境
の
保
全
に
寄
与

す
る
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
既
に
自
然
保

護
指
導
員
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
、
自
然
保
護
に
関
心
の
あ
る

皆
様
に
向
け
、
自
然
保
護
指
導
員

と
し
て
の
あ
り
方
や
環
境
省
の
自

然
公
園
指
導
員
制
度
及
び
兵
庫
県

の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

き
ま
し
て
も
、
説
明
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

日
時
：
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所
：
神
戸
登
山
研
修
所

３
階
大
会
議
室

〒
6
5
7
-0
8
3
8

兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
王
子
町

2
丁
目
王
子
公
園
内
子
公
園
駅

西
口
北
側

　

阪
急
電
車
王
の
車
道
を
横
断
し

王
子
ス
タ
ジ
ア
ム
横
の
道
を
進

み
、
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
横
を
右
折
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
：
自
然
保
護
指
導
員
・
自
然

保
護
に
関
心
の
あ
る
皆
様

申
込
方
法
：
左
記
の
申
込
先
に

10
月
31
日
（
金
）
迄
に
申
込

下
さ
い
。　
　

申
込
先
：
兵
庫
県
山
岳
連
盟
自
然

保
護
委
員
会

委
員
長
日
野
幸
次
郎

電
話
番
号

0
8
0
-3
7
6
1
-5
0
2
1

F
A
X

0
7
8
-9
2
4
-7
3
8
4

e-m
ail

：info@
hm
a.jp

備
考
：
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

自
家
用
車
で
来
所
の
場
合
、
近

隣
（
東
側
）
の
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

10
月
の
行
事
予
定

▽
1
日　

常
任
理
事
会

▽
3
〜
5
日　

滋
賀
国
ス
ポ
大
会

▽
4
日　

岳
連
の
森
づ
く
り
と
観
察

▽
5
日　

姫
路
市
登
山
教
室
実
技

（
増
位
山
）

▽
13
日　

姫
路
市
ス
ポ
ー
ツ
祭

▽
18
日
神
戸
市
少
年
団
登
山
教
室

▽
18
日　

近
畿
高
等
学
校
Ｓ
Ｃ
大

会
（
常
翔
啓
光
学
園
）

▽
19
日　

岩
場
の
セ
ル
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

▽
25
〜
27
日　

全
日
本
登
山
大
会

（
六
甲
山
）

▽
26
日　

姫
路
市
登
山
教
室
実
技

（
書
写
山
）

▽
29
日　

運
営
委
員
会

︿
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う　

ご
ざ
い
ま
し
た
﹀

山
と
渓
谷
9
月
号
・
山
と
渓
谷

社
。
登
山
月
報
№
667
・
日
本
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協

会
。
兵
庫
労
山
511
・
兵
庫
県
勤
労

者
山
岳
連
盟
。
葛
城
第
418
号
・
泉

州
山
岳
会
。
愛
知
岳
連
ニ
ュ
ー
ス

第
457
号
・
愛
知
県
山
岳
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
。
と
き
わ

ぎ
189
号
・
神
奈
川
県
山
岳
連
盟
。

新
山
協
ニ
ュ
ー
ス
379
号
・
新
潟
県

山
岳
協
会
。
関
西
支
部
だ
よ
り
6

月
号
・
関
西
支
部
報
№
200
・
日
本

山
岳
会
関
西
支
部
。
図
解
山
岳
救

助
技
術
（
確
保
的
根
拠
か
ら
救
助

技
術
ま
で
）・
東
京
新
聞
。

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
か
が
や
く
国
ス
ポ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

第
67
回
六
甲
合
同
登
山

晩
秋
の
裏
六
甲

　

六
甲
記
念
碑
台
か
ら

唐
櫃
の
里
へ

自
然
保
護
に
係
る

研
修
会
の
ご
案
内

イワタバコ

美
し
い
自
然
、
大
切
な
自
然
を
子
孫
に
伝
え
よ
う
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　１
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
、

雨
は
降
っ
て
い
な
い
が
黒
い
雲
が

広
が
る
中
、
神
戸
地
下
鉄
谷
上
駅

に
教
室
生
達
が
集
ま
っ
た
。
み
ん

な
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
簡
単
な

説
明
を
し
て
出
発
。
駅
を
出
た
直

後
、
細
か
い
雨
が
パ
ラ
つ
く
。
空

を
見
上
げ
て
雨
の
心
配
を
し
な
が

ら
山
田
道
を
行
く
。
途
中
の
湿
地

で
２
、
３
羽
の
カ
モ
が
泳
ぐ
の
を

見
る
。
暫
く
進
ん
で
小
休
止
の
と

き
、
み
ん
な
で
地
図
を
広
げ
て
現

在
位
置
の
確
認
。
そ
し
て
ま
た
歩

き
出
す
。

　そ
う
す
る
う
ち
に
森
林
植
物
園

に
到
着
。
今
日
は
「
と
ん
ど
焼
き
」

が
あ
る
と
い
う
事
で
た
く
さ
ん
の

車
が
森
林
植
物
園
に
入
っ
て
ゆ
く
。

「
と
ん
ど
焼
き
」
は
今
年
で
19
回

目
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
自
然
災

害
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
へ
の
鎮

魂
と
、
み
ん
な
の
安
全
と
健
康
を

祈
念
し
て
始
ま
っ
た
。

　園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
真
ん

中
に
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
の
何
本
も
の

竹
や
木
々
な
ど
が
組
ま
れ
て
立
て

ら
れ
て
い
た
。
10
時
40
分
に
点
火
。

黒
い
煙
を
出
し
な
が
ら
あ
っ
と
い

う
間
に
火
が
広
が
り
燃
え
上
が
る
。

昨
日
の
雨
で
湿
っ
て
い
る
せ
い
か

煙
や
灰
が
多
く
で
て
火
柱
の
周
り

を
覆
う
。
火
の
粉
も
た
く
さ
ん
飛

ん
だ
。
風
向
き
が
悪
く
少
年
団
の

み
ん
な
が
い
る
方
向
に
火
の
粉
が

飛
ん
で
き
て
教
室
生
、
引
率
者
な

ど
７
、
８
名
の
衣
服
に
穴
が
あ
い

た
。「
火
の
粉
が
飛
ぶ
の
で
注
意
す

る
よ
う
に
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

あ
り
も
っ
と
注
意
を
払
う
べ
き
で

あ
っ
た
。

　11
時
過
ぎ
に
森
林
植
物
園
を
後

に
し
て
再
度
公
園
に
向
か
う
。
洞

川
湖
畔
を
少
し
進
ん
だ
所
で
現
在

位
置
を
み
ん
な
で
確
認
す
る
。
コ

ン
パ
ス
で
方
位
を
確
認
し
て
地
図

を
そ
れ
に
合
わ
せ
目
印
に
な
る
も

の
を
探
し
現
在
地
は
地
図
上
で
は

ど
こ
に
あ
る
か
と
調
べ
た
。

　午
後
０
時
過
ぎ
に
再
度
公
園

着
。
外
人
墓
地
の
展
望
台
で
こ
の

墓
地
の
紹
介
を
し
て
修
法
ケ
原
池

に
向
か
う
。
こ
こ
で
昼
休
憩
。
教

室
生
は
思
い
思
い
に
広
が
っ
て
昼

ご
は
ん
を
食
べ
た
。

　１
時
に
再
度
公
園
を
出
発
。
再

度
道
を
歩
い
て
二
本
松
を
経
て
城

山
に
向
か
う
。
こ
の
道
は
冬
で
葉

を
落
と
し
た
木
々
が
多
く
、
明
る

い
林
の
中
の
登
山
道
で
あ
る
。
曇

り
空
で
は
あ
る
が
幸
い
雨
も
降
ら

ず
快
適
に
進
め
た
。
途
中
、
歩
い

て
い
た
教
室
生
の
靴
底
が
急
に
大

き
く
剝
が
れ
か
け
た
が
救
急
医
療

用
に
準
備
し
て
い
た
テ
ー
ピ
ン
グ

テ
ー
プ
で
靴
底
と
一
緒
に
靴
を
グ

ル
グ
ル
巻
き
に
し
て
固
定
す
る
。

こ
の
応
急
処
置
で
な
ん
と
か
新
神

戸
駅
ま
で
歩
け
た
。

　２
時
過
ぎ
に
「
滝
山
城
址
」
の

石
碑
が
あ
る
城
山
に
到
着
。
帰
っ

て
か
ら
調
べ
る
と
４
５
０
年
以
上

前
に
あ
っ
た
山
城
と
の
事
。
一
見

起
伏
に
富
ん
だ
所
に
多
く
の
木
々

が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
あ
た
り
を

よ
く
見
る
と
５
ｍ
く
ら
い
の
崖
や

平
坦
な
所
、
土
地
が
低
く
な
っ
た

長
い
窪
地
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
は

曲
輪
群
や
堀
割
り
だ
そ
う
だ
。
Ｊ

Ｒ
新
神
戸
駅
近
く
に
こ
ん
な
古
い

時
代
の
遺
跡
が
あ
る
神
戸
は
奥
の

深
い
町
で
あ
る
。

　城
山
を
過
ぎ
て
、
落
ち
葉
が
重

な
る
登
山
道
を
一
気
に
下
る
と
Ｊ

Ｒ
新
神
戸
駅
の
北
側
に
出
た
。
２

時
40
分
に
新
神
戸
駅
に
到
着
。

　次
回
３
月
４
日
（
土
）
の
山
行

は
今
年
度
最
後
の
山
行
で
あ
る
事

を
確
認
し
て
解
散
し
た
。

　
　（
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
長

大
西 

幸
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
年
賀
状
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
〉

（
公
社
法
）
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
会
長
、
丸

誠
一
郎
様
。（
一
社
法
）
大
阪
府
山

岳
連
盟
様
。（
一
社
法
）
兵
庫
県
水

泳
連
盟
様
。（
公
財
法
）
兵
庫
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
、
荒
木
一
聡

様
。（
株
）
好
日
山
荘
代
表
取
締

役
、
松
本
良
一
様
。
田
中
印
刷
出

版
（
株
）
代
表
取
締
役
、
田
中
民

郎
様
。
東
商
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
（
株
）

様
。
六
甲
テ
レ
コ
ム
（
株
）
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
の
行
事
予
定

▽
１
日

　常
任
理
事
会

　
　
　
　
　（
神
戸
登
修
山
研
所
）

▽
４
日

　冬
の
六
甲
ハ
イ
キ
ン
グ

　六
甲
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
～
有

馬　（
岳
連
・
県
民
セ
ン
タ
ー
共
催
）

▽
４
日
・
５
日

　Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ

　令
和
４
年
度
氷
雪
技
術
研
修

会
・
主
任
検
定
員
養
成
講
習
会

（
Ａ
級
）・
コ
ー
チ
Ⅱ
養
成
講
習

会　鳥
取
・
大
山

▽
５
日

　冬
の
六
甲
山
地
を
楽
し

も
う

　六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
周
辺

　（
普
及
委
員
会
）

▽
７
日

　国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
向
け
、
県
体
協
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

▽
12
日

　全
国
理
事
長
会
議

▽
19
日

　雪
山
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習

会

　若
桜
ス
キ
ー
場
周
辺

（
技
術
・
遭
対
委
員
会
）

▽
22
日

　運
営
委
員
会

（
リ
モ
ー
ト
会
議
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
〉

　山
と
渓
谷
２
０
２
３
年
２
月

号
・
山
と
渓
谷
社
。
登
山
月
報 

№

646
・（
公
社
法
）
日
本
山
岳
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
。
神

戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会
会
報
１
月
号
・

神
戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会
。
兵
庫
労
山

№
495
号
・
兵
庫
県
勤
労
者
山
岳
連

盟
。
レ
ッ
ド
ベ
レ
ー
ズ
№
460
・

レ
ッ
ド
ベ
レ
ー
ズ
。
木
雞
２
月

号
・
好
山
好
会
。
葛
城
第
408
号
・

泉
州
山
岳
会
。
新
山
協
ニ
ュ
ー
ス

第
364
号
・
新
潟
県
山
岳
協
会
。
と

が
く
れ
ん
通
信
２
０
２
２
年
４

号
・（
公
社
法
）
東
京
都
山
岳
連

盟
。
や
ま
な
み
№
247
号
・
長
野
県

山
岳
協
会
。
と
き
わ
木
№
182
・
神

奈
川
県
山
岳
連
盟
。
ぱ
る
た
う
ん

Vol.
　150
・
ぱ
る
た
う
ん
制
作
委
員
会
。

お
正
月
は
森
林
植
物
園
で

「
と
ん
ど
焼
き
」
を
見
学

神
戸
市
少
年
団

　第
５
回
目
山
行
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　今
回
は
、
私
が
経
験

し
、
印
象
的
で
あ
っ
た

山
で
の
医
療
活
動
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

　当
初
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

の
話
を
書
こ
う
と
思
い

ま
し
た
が
、
文
字
数
が

足
り
ず
、
次
回
書
か
せ

て
も
ら
い
ま
す
。
今
回

は
初
め
て
の
救
護
活
動

に
つ
い
て
書
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　そ
れ
は
私
が
ま
だ
山

岳
医
の
資
格
を
取
得
す

る
前
、
当
時
私
は
大
学

病
院
で
大
学
院
生
を
し

て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
時
の
上
司
に

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

が
趣
味
の
医
師
が
お

り
、
時
々
一
緒
に
山
登

り
も
し
て
い
た
の
だ

が
、
あ
る
日
、
そ
の
上

司
か
ら
一
通
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
メ
ー
ル
の

中
に
は
上
司
が
別
の
誰

か
と
メ
ー
ル
し
て
い
る
や
り
取
り

が
書
か
れ
て
お
り
、
ど
う
や
ら
そ

の
相
手
は
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

登
山
競
技
の
救
護
ド
ク
タ
ー
を
し

て
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
た
よ
う

で
、
私
の
上
司
に
依
頼
し
て
き
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

私
の
上
司
は
、「
私
は
仕
事
で
伺
え

ま
せ
ん
が
、
部
下

に
野
村
と
い
う
山

好
き
の
医
者
が
い

ま
す
の
で
行
か
せ

ま
す
。」
と
書
い

て
い
た
。
上
司
の

命
令
で
大
学
院
の

仕
事
を
休
め
、
山

登
り
が
で
き
る

と
、
私
は
意
気

揚
々
と
出
か
け
る

の
で
あ
っ
た
。
そ

の
時
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
登
山
競
技

が
あ
る
こ
と
す
ら

知
ら
ず
、（
ま
あ
、

疲
れ
た
り
け
が
を

し
た
生
徒
を
診
て

あ
げ
た
ら
い
い
の
か
な
）
と
、
お

気
楽
に
構
え
て
い
た
の
だ
が
、
そ

れ
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
っ
た
と

後
々
知
る
こ
と
に
な
る
。

　救
護
当
日
、
８
月
９
日
の
炎
暑

の
中
、
岡
山
県
の
蒜
山
で
競
技
は

行
わ
れ
た
。
私
た
ち
支
援
隊
は
医

師
１
名
、
看
護
師
１
名
に
大
会
役

員
が
数
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
は
山
の
５
合
目
に
先
回
り

し
て
登
っ
て
く
る
選
手
の
様
子
を

見
て
い
た
。

　す
べ
て
の
隊
が
通
過
し
た
後
に

無
線
が
入
っ
た
。「
６
合
目
で
一
人

動
け
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
上

が
っ
て
診
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！
」

私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
速
足
で
登
っ

て
い
く
、
６
合
目
に
着
く
が
傷
病

者
に
出
会
わ
な
い
、
も
う
少
し
上

な
の
か
な
と
登
る

が
、
そ
の
う
ち
７

合
目
に
着
い
て
し

ま
う
。
登
山
道
は

細
い
一
本
道
で
と

て
も
す
れ
違
い
よ

う
は
な
い
。
も
う

少
し
上
な
の
か

…
…
そ
の
ま
ま

登
っ
て
い
く
と
結

局
９
合
目
に
座
り

込
ん
で
い
る
選
手

を
見
つ
け
た
。
連

日
の
山
登
り
で
バ

テ
た
の
だ
ろ
う

が
、
私
た
ち
が
到

着
す
る
こ
ろ
に
は

談
笑
し
て
い
た
。

６
合
目
だ
と
思
い
ダ
ッ
シ
ュ
を
始

め
た
が
、
結
局
９
合
目
ま
で
ダ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
に
な
り
こ
っ
ち
が

倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　何
か
の
連
絡
ミ
ス
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
息
も
整
わ
な
い

う
ち
に
次
の
無
線
が
入
る
。「
頂
上

の
避
難
小
屋
で
４
人
倒
れ
て
い
ま

す
。」
ダ
ッ
シ
ュ
再
開
で
あ
る
。
避

難
小
屋
に
着
く
と
、
４
人
の
選
手

が
倒
れ
こ
ん
で
、
苦
し
そ
う
に
息

を
し
て
い
る
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
心
配
そ
う
に
見

て
い
た
。
４
人
と
も
診
断
は
同
じ

で
あ
っ
た
。
熱
中
症
、
脱
水
、
そ

し
て
過
呼
吸
―
４
人
と
も
に
過
呼

吸
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
登
山
競
技
で

は
１
チ
ー
ム
４
人
で
そ
の
う
ち
１

人
で
も
リ
タ
イ
ア
す
る
と
、
そ
の

チ
ー
ム
に
は
優
勝
は
お
ろ
か
上
位

入
賞
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
す

さ
ま
じ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、

登
山
を
し
て
い
る
。
ほ
か
の
競
技

で
は
途
中
で
体
調
が
悪
く
な
れ
ば

選
手
交
代
す
れ
ば
済
む
が
、
登
山

で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
登
山
に
よ
る
息
切

れ
が
過
呼
吸
を
起
こ
し
、
特
に
若

い
女
性
で
は
そ
れ
が
伝
播
し
集
団

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
ま
さ
に
こ
の
避
難
小
屋
内

で
起
こ
っ
て
い
た
。

　避
難
小
屋
到
着
後
10
分
程
度
で
、

そ
の
先
の
登
山
道
で
選
手
の
１
名

が
滑
落
し
た
と
無
線
が
入
り
看
護

師
を
そ
こ
に
残
し
再
び
ダ
ッ
シ
ュ

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　避
難
小
屋
で
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
声
掛
け
を
し
て
も
ら
い
徐
々
に

落
ち
着
く
と
過
呼
吸
は
改
善
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の
１
名
は
熱
中
症

と
脱
水
が
高
度
で
そ
の
場
で
点
滴

を
行
い
自
衛
隊
に
担
ぎ
お
ろ
し
て

も
ら
い
救
急
搬
送
を
行
い
、
夜
に

は
回
復
し
た
。
滑
落
の
選
手
も
登

山
道
を
１
ｍ
ほ
ど
ず
り
落
ち
た
だ

け
で
大
き
な
け
が
は
な
か
っ
た
。

　頭
と
身
体
フ
ル
回
転
で
駆
け
ず

り
回
っ
た
こ
の
日
の
救
護
活
動
も

山
岳
医
の
資
格
を
取
る
き
っ
か
け

の
一
つ
と
な
っ
た
。
現
在
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
準
備
段
階
か
ら
山
岳

医
が
参
加
し
こ
の
よ
う
な
事
態
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
協
力
し

あ
っ
て
い
る
。

５合目で待機中の支援隊

インターハイ登山大会では地元の自衛隊の協力も必要

頂
上
の
避
難
小
屋
で
４
人
倒
れ
て
い
ま
す
！

全国高校総体（インターハイ）登山大会の医療支援隊活動を体験 日
本
登
山
医
学
会
認
定

国
際
山
岳
医
と
し
て
の
活
動

技
術
・
遭
対
委
員
（
医
師
）

　野
村 

雄
大

（
全
３
回
の
②
）

～
初
め
て
山
で
救
護
活
動
～


